
定規とコンパスを用いて、直角（垂直）が作図できる、平行
線が作図できる

直角の作図 (下右図) AB ⊥ PQ

ABが与えられる。
Aを中心に半径ABの円O1を描き、Bを中心に半径ABの円O2を描く。
二つの円O1. O2の 2交点を P, Qとする。
直線 PQを引く。

平行線の作図 (下左図) AB ∥ SR

直線ABと点Cが与えられる。
Aを中心に半径ACの円O1を描き、Bを中心に半径BCの円O2を描く。
２円O1とO2の交点をQとする。
直線CQと直線ABの交点を P とする。
点Cを中心とし、半径CP の円O3を描く。
円O3と直線CQの交点をQ′とする。
点P を中心とし、半径PQ′の円O4を描き、点Q′を中心とし、半径PQ′の円O5を描く。
２円O4, O5の交点をR, Sとし、直線RSを引く。
直線RSが直線ABと平行な直線である。

図 1: 平行線と直角の作図
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